
Access会場のご案内

Contact Usお問い合わせ

2010年12月7日● 10：00～16：20 
科学技術振興機構 JSTホール（東京・市ヶ谷）

大学発のライセンス可能な特許（未公開出願を含む）を発表！
発明者自身が、企業関係者を対象に実用化を展望した技術説明を行い、広く実施企業・共同研究パートナーを募ります。

ホームページまたはFaxにてお申し込みください。

Entry Formお申し込み方法（下記申込書またはホームページよりお申し込みください。）

FAX 03-5214-8454 http://jstshingi.jp/okayama/2010/

アンケートにご協力ください

Ｅ-mail
アドレス

ＸＡＦ　話　電

氏　名
所 属
役 職

会社名
（正式名称）

　

所在地
（勤務先）

〒
ふりがな

ふりがな

科学技術振興機構 産学連携担当　行

ご登録いただいた住所やメールアドレスへ主催者・関係者から、各種ご案内（新技術説明会・展示会・公募情報等）をお送りする場合があります。

□ ダイレクトメールによる案内を希望しない □ Ｅ-mailによる案内を希望しない

FAX：03-5214-8454 ※当日は本紙をご持参ください

岡山大学 新技術説明会　ものづくり、物質・材料　2010年12月7日（火） 申込書

□１　　 □2　　 □3　　 □4　　 □5　　 □6　　 □7　　 □9□8参加希望
（ 印）

希望されない場合は、
チェックをお願いします。

あなたの業種を教えてください。（いずれか１つ）
　①□食品・飲料・酒類 ②□紙・パルプ／繊維  ③□医薬品・化粧品 ④□化学  ⑤□石油・石炭製品／ゴム製品／窯業
　⑥□鉄鋼／非鉄金属／金属製品 ⑦□機械    ⑧□電気機器・精密機器 ⑨□輸送用機器 ⑩□その他製造
　⑪□情報・通信／情報サービス ⑫□建設／不動産 ⑬□運輸 ⑭□農林水産 ⑮□鉱業／電力／ガス／その他エネルギー
　⑯□金融／証券／保険 ⑰□放送／広告／出版／印刷 ⑱□商社／卸／小売 ⑲□サービス ⑳□病院・医療機関

）□㉔ 務法／ルサンコ／転移術技□㉓ 関機究研・育教・校学□㉒ 関機的公／OPN・人法益公／庁公官□㉑　 　　　　　　　　　　　（ 他のそ
あなたの職種を教えてください。（いずれか１つ）
　①□研究・開発（民間企業） ②□経営・管理 ③□企画・マーケティング ④□営業・販売 ⑤□広報・記者・編集
　⑥□生産技術・エンジニアリング ⑦□コンサルタント  ⑧□知財・技術移転（民間企業）  ⑨□研究・開発（学校・公的機関）
　⑩□知財・技術移転（学校・公的機関）  ⑪□学生  ⑫□ ）　　　　                                                           　　　　　　　　（ 他のそ
あなたの来場目的を教えてください。（いくつでも）
　①□技術シーズの探索　　　　②□関連技術の情報収集　　　　③□共同研究開発を想定して
　④□技術導入を想定して　　　⑤□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                         　　　 ）
関心のある技術分野を教えてください。（いくつでも）
　①□化学   ②□機械・ロボット ③□電気・電子 ④□物理・計測 ⑤□農水・バイオ
　⑥□生活・社会・環境 ⑦□金属  ⑧□医療・福祉 ⑨□建築・土木 ⑩□その他（　　　　　                        　　　）

東京本部

〒102-8666
東京都千代田区四番町5-3
サイエンスプラザ地下１階　JSTホール
0120-679-005

●東京メトロ有楽町線「麹町駅」（6番出口）より徒歩約5分
●JR「市ヶ谷駅」より徒歩約10分
●都営新宿線、東京メトロ有楽町線・南北線「市ヶ谷駅」
　（2,3番出口）より徒歩約10分
●東京メトロ半蔵門線「半蔵門駅」（5番口）より徒歩約10分
●JR「四ツ谷駅」（麹町口）より徒歩約10分

相談予約
連携・ライセンス
について

国立大学法人岡山大学　研究推進産学官連携機構　知的財産本部
tel.086-251-7112　fax.086-251-8467

http://www.okayama-u.net/renkei/
s-renkei@adm.okayama-u.ac.jp

新技術説明会
について

科学技術振興機構 産学連携担当
0120-679-005
scett@jst.go.jp

ものづくり、物質・材料

火

主 催 

▲

 国立大学法人岡山大学、独立行政法人科学技術振興機構
後 援 

▲

 独立行政法人中小企業基盤整備機構
協 力 

▲

 岡山県産業振興財団（岡山TLO）、全国イノベーション推進機関ネットワーク

http://jstshingi.jp/okayama/2010/ 事前登録制定員100名 参加費無料

ものづくり、物質・材料

5

6 物質・材料系

8

9

昼休み
研究成果の実用化に向けて～JSTの産学連携・技術移転支援事業のご紹介～
全国イノベーションネットのご紹介

12：20～13：20
13：20～13：30
13：30～13：40
13：40～14：10

14：10～14：40

15：20～15：50

15：50～16：20

強誘電性を利用した新原理に基づく貴金属フリーナノ触媒

Xe回収・分離剤としての銅および銀イオン交換ゼオライトの可能性

新有機超伝導体の開発

遷移金属を用いる効率的かつ選択的多置換オレフィンの合成

科学技術振興機構 技術移転総合相談窓口
全国イノベーション推進機関ネットワーク 事業総括　前田 裕子

岡山大学 大学院自然科学研究科 先端基礎科学専攻 講師　狩野 　旬

岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 教授　黒田 泰重

岡山大学 大学院自然科学研究科 先端基礎科学専攻 准教授　神戸 高志

岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 教授　西原 康師

ものづくり

7
14：40～15：10 コドーピングを利用した鉄系超伝導体の新物質合成と臨界温度の向上

岡山大学 大学院自然科学研究科 先端基礎科学専攻 教授　野原 　実
休　憩15：10～15：20

物質・材料系

物質・材料系

物質・材料系

閉会挨拶16：20 国立大学法人岡山大学 研究推進産学官連携機構 副機構長・教授　尾本 哲朗

プログラムプログラムプログラム Meeting Schedule

1 ものづくり

2

3

主催者挨拶

岡山大学の産学官連携活動について

10：00～10：10

10：20～10：50

10：10～10：20

10：50～11：20

11：20～11：50

電解アシステッドマルチワイヤ放電スライシング法

ソフトケミカル法による高周波酸化物磁性体薄膜の低温合成

アクリル系アミド類を製造する次世代化学触媒法

国立大学法人岡山大学 理事（研究・学術担当）・副学長　曽良 達生

岡山大学 研究推進産学官連携機構 産学官連携本部 本部長・准教授　藤原 貴典

岡山大学 大学院自然科学研究科 産業創成工学専攻 機械生産開発学講座 助教　岡本 康寛

独立行政法人科学技術振興機構 理事　小原 満穂

岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 准教授　藤井 達生

岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 講師　押木 俊之

ものづくり

ものづくり

4
11：50～12：20 遷移金属触媒による置換芳香族化合物の選択的合成

岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 教授　髙井 和彦ものづくり

地下鉄半蔵門駅
5番出口

地下鉄麹町駅
6番出口

地下鉄
四ツ谷駅

地下鉄市ヶ谷駅
２,３番出口

千代田女学園

東郷元帥
記念公園

女子学院
日本テレビ

スクワール麹町

主婦会館
プラザエフ

ドトールコーヒー

上智大学

上智大学
比較文化学部

JR市ヶ谷駅

JR四ツ谷駅

日本テレビ通り

新宿通り

靖国通り至東京

至新宿

ローソン

青果店



Okayama University

2010年12月7日●火

1
ものづくり

電解アシステッドマルチワイヤ放電スライシング法

岡本 康寛 （岡山大学 大学院自然科学研究科 産業創成工学専攻 機械生産開発学講座 助教） http://ntmlab.mech.okayama-u.ac.jp/

2
ものづくり

ソフトケミカル法による高周波酸化物磁性体薄膜の低温合成

藤井 達生 （岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 准教授） http://achem.okayama-u.ac.jp/iml/index.html

3
ものづくり

アクリル系アミド類を製造する次世代化学触媒法

押木 俊之 （岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 講師） http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~oshiki/

4
ものづくり

遷移金属触媒による置換芳香族化合物の選択的合成

髙井 和彦 （岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 教授） http://achem.okayama-u.ac.jp/omc/index.html

5
ものづくり

強誘電性を利用した新原理に基づく貴金属フリーナノ触媒

狩野 　旬 （岡山大学 大学院自然科学研究科 先端基礎科学専攻 講師） http://www.physics.okayama-u.ac.jp/nogami_homepage/

6
物質・材料系

Xe回収・分離剤としての銅および銀イオン交換ゼオライトの可能性

黒田 泰重 （岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 教授）

7
物質・材料系

コドーピングを利用した鉄系超伝導体の新物質合成と臨界温度の向上

野原 　実 （岡山大学 大学院自然科学研究科 先端基礎科学専攻 教授） http://www.physics.okayama-u.ac.jp/nohara_homepage/index.html

8
物質・材料系

新有機超伝導体の開発

神戸 高志 （岡山大学 大学院自然科学研究科 先端基礎科学専攻 准教授） http://www.physics.okayama-u.ac.jp/nogami_homepage/

9
物質・材料系

遷移金属を用いる効率的かつ選択的多置換オレフィンの合成

Electrochemically Assisted Multi-wire Slicing of SiC with EDM

Low-temperature synthesis of high-frequency magnetic oxide films by soft-chemical techniques

The Smart Hydration for Production of Acrylic Amides

Selective synthesis of substituted aromatic compounds using transition metal catalysts

Development of Precious Metal Free Nano-catalysts using Ferroelectricity

An efficient Xe separation from air by utilizing copper- or silver-ion-exchanged zeolites

Iron-based superconductors with high critical temperature

Development of new organic superconductor

Highly efficient and selective synthesis of multi-substituted olefins mediated by transition metals

10：20～10：50

10：50～11：20

11：20～11：50

11：50～12：20

13：40～14：10

14：10～14：40

14：40～15：10

15：20～15：50

15：50～16：20
西原 康師 （岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 教授） http://chem.okayama-u.ac.jp/~funcchem/top/

放電加工に電解加工の現象を付与し、加工効率を上げます。また、ワイヤ電極側面を
絶縁物でコートし、加工進行方向のみに加工現象を集中させることで加工品位の向上
も可能となるなど、新しいコンセプトのスライシング法です。

従来技術・競合技術との比較
ワイヤ放電スライシング法では加工溝形状の不安定性が問題となっていました。一
方、本手法は加工現象を進行方向に限定させることができ、かつ電解作用を付与でき
ることから、加工品位と効率の両面で従来の手法を凌駕することが可能となります。

新技術の特徴
・電解作用付与
・マルチ加工
・加工現象の局所化

想定される用途
・SiC製造工程
・太陽電池製造工程
・半導体用シリコン製造工程

高周波帯で高い透磁率を持つことが知られているプラナ型六方晶フェライトに着目
し、ソフトケミカル法により合成したその前駆体溶液を塗布、焼成することで、高周波フ
ェライト薄膜の低温合成を可能とした。

従来技術・競合技術との比較
プラナ型六方晶フェライトは複雑な組成と結晶構造を持ち、従来の成膜方法ではその
生成に1000℃以上の高温が必要であった。しかし、本発明の手法によれば、成膜温度
を大幅に低下させることが可能であり、適応範囲が広がることが期待される。

新技術の特徴
・低温薄膜形成
・複雑な組成・構造を持つ酸化物材料
・高周波軟磁性材料

想定される用途
・高周波薄膜軟磁性素子
・EMC対策材料
・ICカード

遷移金属元素による鉄の部分置換と鉄欠陥の導入を併用したコドーピングにより、鉄
系超伝導体の臨界温度を上げる方法と、その製造方法を提供する。

従来技術・競合技術との比較
遷移金属元素で鉄を部分置換する従来のドーピングの方法では、達成できる超伝導臨
界温度の上限が20K程度であった。

新技術の特徴
・元素置換と欠陥を利用したコドーピングを超伝導材料に適用した初めての例である
・アルカリ金属など化学的に不安定なドーパントを用いずに、高い臨界温度を提供できる
・同様のコドーピングの導入法が、磁性材料や誘電材料などの開発にも適用できるかもしれな
い

想定される用途
・超伝導線材
・超伝導フィルター
・超伝導演算素子

近年、キセノン（Xe）を利用するプロセスが格段に広がっている。しかし、Xeは空気中
にわずか0.087ppm程度含まれているのみであり、大変高価なガスである。空気中か
らXeを取り出す際の分離剤やXe回収剤としての物質の可能性を提案する。

従来技術・競合技術との比較
提案する物質はキセノンへの親和力が極めて高い物質であり、Xeの分離効率の飛躍
的改善が期待できる。しかも、この相互作用は室温でさえ観測できるという優位性が
ある。

新技術の特徴
・Xeを利用したMRスペクトロスコピ-による生体の組織代謝や物質状態解析の研究への応用
・MRI（核磁気共鳴画像法）利用におけるプローブとしてのXe利用
・液体キセノン（約－100℃）を用いてダークマターを直接探索する実験などの検出器として
の利用

想定される用途
・半導体調製用ガス
・ランプ
・麻酔用ガス、航空宇宙産業

遷移金属とホウ素を巧みに利用し、短工程で位置および立体選択的に乳癌の治療薬で
あるタモキシフェン類縁体を合成することに成功した。本法は、100％の選択性で位
置、および立体を制御できるため副生物として立体異性体の生成を抑えることが可能
である。

従来技術・競合技術との比較
これまでの合成法は、多段階反応である上、出発原料は複雑な分子を用いることが多
い。さらに、タモキシフェン類縁体は3つの異なる置換基が位置および立体選択的に配
置した構造になっているため、合成の過程でその立体化学がしばしば乱れる。

新技術の特徴
・多置換オレフィンの立体化学を高度に制御できる
・鈴木ー宮浦カップリングを用いるので官能基許容性が高い
・遷移金属部分を様々な元素で置き換えることが可能である

想定される用途
・転移性乳癌の抗癌剤
・有機半導体材料
・有機薄膜太陽電池

本新技術は、産業界の強いニーズを踏まえ、本学の総力を結集して生み出した革新的
化学触媒法である。アクリル系アミドの製造は、歴史的に我が国が世界を牽引する国
際競争力ある技術である。本新触媒は製造プロセスの革新と国際競争力強化に資す
る。

従来技術・競合技術との比較
従来のRu系、Ir系触媒を一新する全く新しい「第4世代押木触媒」。原料転化率99%
以上、収率99%以上でアクリルアミドを製造。室温から高温まで機能し、触媒コストを
劇的に低減。高純度メタクリルアミド製造も可能。

新技術の特徴
・水が多量に必要な生体触媒法の原理的制約を超える、革新的化学触媒
・生体触媒で不可能な化学変換の実現
・既存の化学触媒法の常識を破る高選択的反応

想定される用途
・機能性アクリル系モノマーの製造
・アクリル系繊維の表面改質
・水和（加水分解）に関連する全く別の化学反応への適用

（1）触媒を用い、中性条件下にフェノール化合物とオレフィンとを反応させて、高位置
選択的にモノアルキルフェノールの製造する方法。 （2）遷移金属触媒を用い、芳香族
の炭素－水素結合を活性化しアルデヒドとのBargier型反応をおこなう方法。 （3）芳
香族イミンとアルデヒドとを反応させ、イソベンゾフラン誘導体を製造する方法。

従来技術・競合技術との比較
（1）～（3）の反応はいずれも金属錯体触媒を用いておこなう反応で、加熱（<150℃）
して反応させるが、酸や塩基を用いない中性条件下での変換反応である。　（1）の反
応は、従来法では選択的にモノアルキル化で止めることが難しかった。また、反応には
量論量のLewis酸が必要であった。 （3）の反応を用いると、種々の置換基を有するイ
ソベンゾフラン合成への適用が可能である。

新技術の特徴
・（1）フェノール性水酸基のオルト位（又はパラ位）にアルキル基を一つ選択的に導入する
・（2）芳香族ハロゲン化合物からでなくC－H結合を触媒により活性化し、アルデヒドに求核付
加させる
・（3）入手容易な原料から短い反応工程で合成中間体として有用なイソベンゾフラン類が合
成できる

想定される用途
・（1）樹脂、医薬品、除草剤、殺虫剤、染料、香料、界面活性剤などに用いられているアルキルフ
ェノール類
・（2）一般的な合成方法なので、種々の用途が考えられる
・（3）有機機能性材料（有機EL素子やFET素子）の合成中間体であるイソベンゾフラン類

我々は、強誘電体表面では非酸化機能性が発現することを見いだし、ナノサイズの酸
化しない卑金属粒子が安定に存在させることを発見した。さらにこの材料には炭化水
素から水素を発生することがわかり、貴金属を用いないナノ触媒合成プロセスを完成
しつつある。

従来技術・競合技術との比較
ナノ触媒は燃料電池の電極触媒、炭化水素からの水素製造などに広く使われている
が、現行製品は貴金属材料に依存しており、価格と寿命をいかに現実化するかが、その
普及の鍵である。一方、我々は貴金属フリーナノ触媒の確立を目指しており、すでにプ
ロトタイプができている。

新技術の特徴
・新しいnmプロセス・テクノロジー
・防錆剤
・太陽電池

想定される用途
・炭化水素改質
・燃料電池
・光触媒

従来の有機物超伝導体の転移温度を上回る超伝導体であり、芳香族分子系で初めて
の超伝導体を開発した。添加量を調整することで、20Kで動作するため液体ヘリウム
を用いた超伝導が可能である。

従来技術・競合技術との比較
従来のセラミック系超伝導体は希少元素を含み、セラミックであるため脆く、産業利用
のための成形が困難である。今回開発した芳香族超伝導体は有機物であり成形が容
易であり、軽く、大量生産が可能である。また、希土類などの希少元素を含まない点で
も大きな利点を有する。

新技術の特徴
・低コスト
・フレキシブル線材
・レアアースフリー

想定される用途
・超伝導線材
・超伝導センサー
・デバイス

新技術説明会では、各新技術の説明後に質疑応答の時間を設けていません。ご質問に
ついては各説明個別の＜相談コーナー＞を別室として用意していますのでこちらでお
願いします。 ＜相談コーナー＞は当日随時受け付けていますので、ぜひご活用下さい。
事前の相談予約については、『岡山大学 研究推進産学官連携機構 知的財産本部』まで
ご連絡ください。

岡山大学における取り組みや当日発表以外
のシーズをパネル展示などで紹介しますの
で、ぜひお立ち寄りください。

相談コーナー 展　示

ものづくり、物質・材料

関連情報 トライ加工可能

関連情報 トライ加工可能

関連情報 サンプルの提供可能・外国出願特許あり

関連情報 サンプルの提供可能・外国出願特許あり

関連情報 サンプルの提供可能・外国出願特許あり

関連情報 サンプルの提供可能

関連情報 外国出願特許あり

関連情報 サンプルの提供可能

関連情報 サンプルの提供可能

関連情報 サンプルの提供可能・外国出願特許あり

関連情報 外国出願特許あり、試作機公開可能

関連情報 サンプルの提供可能・外国出願特許あり

関連情報 サンプルの提供可能

関連情報 サンプルの提供可能
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